
 

 

 

 

 

 

 

 １ 研究主題の設定理由 

   グローバル化の進展、情報通信技術・科学技術の急激な進歩、かつてないスピー

ドでの少子高齢化の進行など、児童を取り巻く社会環境が大きく変化している。

このような中で、一人一人が道徳的価値の自覚のもと、自ら感じ、考え、他者と対

話し、協働しながら、よりよい方向を目指す資質・能力を備えることが重要になっ

てきている。そして、こうした資質・能力の育成に向け、道徳教育にはこれまで以

上に大きな役割が期待されている実情がある。  

   そこで、本校では、自我関与が中心の学習活動、問題解決的な学習活動、体験的

な学習活動等の中から教材にふさわしい学習指導を分析する。そして、答えが一

つではない道徳的な課題を自分自身の問題として捉え、多様な考えを主体的に交

流する、「考え、議論する道徳」を目指して指導方法の改善を図る。道徳教育の要

としての道徳の時間の充実を図り、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養

っていく。また、本校の特色である家庭・地域とのつながりや豊かな体験活動を積

極的に活用して、地域への感謝の気持ちと郷土愛の育成を図っていく。これらの

取組を通して、ふるさとを愛し自分を見つめ、よりよく生きようとする心豊かな

児童が育成できると考え、研究主題を設定した。  

 

 ２ 研究の仮説 

  ⑴ 道徳の授業で、答えが一つでない道徳的な課題を自分自身の問題として捉え、

物事を多面的・多角的に考える「考え、議論する道徳」を実践することで、自分

を見つめ、よりよく生きようとする児童を育成する。 

  ⑵ 家庭・地域と連携を図り、豊かな体験活動や地域の人たちとのふれあいを意

図的・計画的に仕組むことで、ふるさとを愛する、心豊かな児童を育成する。 

 

 ３ 研究の経過 

時 期 内      容 

４月 
 

５月 
６月 
７月 

 
９月 

 
１０月 
 
１１月 

 
１２月 

研究組織、各部部長及び授業者の決定（校内研修）  
模擬授業の実施（２年）  
授業づくりシートの検討、資料準備  
指導案検討  
道徳アンケートの実施（１回目）、結果の分析  
第１回授業研究会（５年）  
指導案検討  
第２回授業研究会（３年）  
道徳アンケートの実施（２回目）、結果の分析  
プレ研究授業（１・４・６年）  
指導案検討、環境整備、研究紀要の作成  
道徳モデル校授業発表  
研究のまとめ（各部ごとの成果と課題）  
今後の研究の方向性についての確認  

研究主題「ふるさとを愛し自分を見つめ、よりよく 

                生きようとする心豊かな児童の育成」 

～考え、議論する道徳科の授業を通して～ 

長瀞町立長瀞第二小学校 



 ４ 研究の内容 

  ⑴ 授業づくりシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 評価補助簿の評価の視点と関連させ、評価する場面を明確にした。 
○ 授業づくりシート・板書写真は各学年でファイルに蓄積して活用できるよ
うにした。 

 

  ⑵ ねらいにせまる指導の工夫と授業の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業の流れを縦軸に、指導の工夫を横軸にまとめた。 
○ 自我関与の場面と多面的・多角的に考える場面を授業の手立てとして明示
した。 

○ 授業で児童に気付かせたい価値を「本
時のねらい」に含め、より具体的にねら
いに迫れるようにした。 

○ 決まった形を作り、より簡単に書ける
ようにした。 

○ 児童の実態に応じて本時のねらいを書
けるようにした。  

○ 主な学習活動を記入することで授業全
体を見通すことができるようにした。  

○ 指導の工夫の項目は、学習指導要領を
参考にしている。  

○ 授業で活用したい項目には丸をつけ選
択し、さらに詳しく書きたいものは記述
できるようにした。  



  ⑶ 道徳意識調査 

 

 

 

 

 

 

○ 全教職員が道徳の授業に意欲的に取り組んだ結果、「道徳の時間が好きです

か。」の意識調査で向上が見られ、全体的に９５％以上の高い結果となった。 

○ 他者との関わりについての肯定意見の減少は、コロナ禍の影響で友達との

関わりが少なくなかったことも影響していると考えられる。 

 

  ⑷ 道徳掲示物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 研究授業後に授業実践パネルを作成し、教職員一人一人が授業を振り返り、
研究を共有することができた。授業改善や実践につなげ研究を深めることが
できた。 

○ 各教科等における道徳教育についての児童向け掲示物を作成した。道徳の
時間の学習だけで無く、様々な教科や学校行事等、学校生活全般に関連してい
ることを、児童自身が意識できることをねらいとして校内に掲示した。 

 

  ⑸ 彩の国の道徳 

○ 年間指導計画に従い、月予定表に各学年
の道徳の主題および教材名を掲載した。そ
の際、彩の国の道徳の内容については特に
わかりやすく表した。 

 

 



  ⑹ 地域との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 登下校や読み聞かせ、各教科のゲストティーチャー等では、学校応援団をは
じめとした地域の方々が様々な児童の活動を支えている。 

 

 ５ 研究の成果と課題 

  ⑴ 成果 

・ 授業づくりシートや評価補助簿、ふり返りシート等の研究を通して、授業方

法を工夫したことで全教職員の授業力向上が実現できた。 

・ 授業づくりシート・板書写真を蓄積することで、授業改善に生かし、シート

と評価補助簿をリンクすることで、指導と評価の一体化を図ることができた。 

・ 児童の実態に応じて、適宜道徳の掲示を行ったり授業づくりシートを用いた

教材研究を行ったりすることで、道徳を身近なものとして捉え、道徳的心情を

養うことができた。 

・ 地域の人々との体験活動やふれあう機会によって、小規模校による経験の少

なさを補い、豊かな心を育成することができた。 

  ⑵ 課題 

・ 児童一人一人が、より一層道徳に興味・関心をもつような掲示物を工夫する

必要がある。 

・ 「考え、議論する道徳」への転換に向けた指導力向上のために、今後も研究

を深める必要がある。 

・ コロナ禍での「考え、議論する」授業の方法や児童同士の関わりについて研

究を深める必要がある。 

・ 新型コロナウイルスによる影響の下、家庭や地域の方々との交流や体験活 

動の回数が、当初の計画よりも大幅に削減せざるを得なくなった。 

 


